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消化器病学において最近の診断・治療の進歩を表す代
表的なものとして，C型肝炎治療が挙げられる。私が働
き始めた１９８６年には，「輸血により感染する原因不明の
肝炎」であり，非 A非 B肝炎と呼ばれていた。１９８９年
にカイロン社が C型肝炎ウイルスを同定し，C型肝炎
と診断することが可能となった。しかし，C型肝炎の診
断は可能になったが，C型肝炎ウイルスにひとたび感染
すると慢性化し，肝硬変を経て，やがて肝癌に至る不治
の病であった。１９９０年代から C型肝炎に対するインター
フェロン療法が始められたが，非常に副作用の強い治療
であり，かつ治療効果（ウイルスの排除率）はわずか
５～１５％であった。その後，抗ウイルス剤であるリバビ
リンが開発され，５０％を超えるようになったが，イン
ターフェロンとの併用による副作用に悩まされた。しか
し，２０１４年に承認されたダクラタスビル＋アスナプレビ
ルは，いわゆる Direct Acting Antivirals（DAA）製剤
であり，副作用がほとんどない画期的な経口薬による治
療である。これらの薬剤のウイルス除去率（SVR率）
は９０％以上となり，ほとんどの C型肝炎は治る時代に
なった。その後も，続々と同様の DAAが承認され，今
では経口薬を３ヵ月間内服するだけでほぼ１００％ウイル
スを排除できるようになった。C型肝炎は，ウイルスの
発見からわずか２５年でほぼ完治できる疾患になったこと
になる。今回の特集では，２０１６年２月１４日に開催された
市民公開講座（徳島医学会）で発表された C型肝炎の
最新の治療について紹介する。
そのほかにも，今回の市民公開講座では，消化器内視
鏡を用いた最新の癌治療，とくに食道癌と胃癌の内視鏡
治療の進歩についての講演が行われた。また，大腸癌や
膵癌の新しい診断と治療に関する講演も行われた。今回
の特集では，これらの講演内容についても紹介する。こ
れらの新しい診断及び治療は，徳島大学病院を始め県内
の病院において施行可能なものが多く，不明な点があり
ましたらいつでもご相談していただければと思っており
ます。
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